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分担研究報告書 

好酸球性副鼻腔炎における手術治療および抗体治療患者のQOL評価と重症化予防に関する研究 

 

研究分担者   近藤  健二   東京大学 准教授 

Ａ．研究目的 

難治性疾患である好酸球性副鼻腔炎は JESREC 

studyで診断基準が定まったが、治療の標準化は今だ

なされておらず、施設によって成績にも差がみられる。

この点に鑑み本研究では国内共同疫学研究で好酸球

性副鼻腔炎の保存的療法、手術療法の治療効果の検討

を行い、治療の最適化を目指す。東京大学も分担施設

として症例データの蓄積を行う。さらに、好酸球性副

鼻腔炎に代表される鼻茸のある副鼻腔炎に対して抗

体治療薬が保険適応となり全国で導入が進んでいる

が、どのような患者に有効性が高いかという効果予測

の情報はまだない。この点を投与患者の背景因子、生

体サンプル、投与前後の症状スコア変化の解析により

明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は全国 16 施設共同疫学研究であり、好酸球

性副鼻腔炎の 2015 年～2019 年の手術症例および

2017年～2021年の保存的治療症例の臨床データを蓄

積する。データの送付は電子送信システムを用いる。

また抗体治療薬の投与症例は新規に登録を開始する。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は東京大学医学部倫理委員会の承認を得て

行う。 

 

Ｃ．研究結果 

好酸球性副鼻腔炎の保存治療・手術治療の検討は東

京大学医学部倫理委員会の承認のもと、症例の登録作

業を進めた。現在当院からは合計 54 名の参加者の臨

床データの登録を行った。抗体治療薬に関する調査は

現在東京大学で研究登録を申請中であり、承認されれ

ば福井大学での一括審査を経て患者登録を開始する

予定である。 

 

Ｄ．考察 

好酸球性副鼻腔炎の治療は現在ガイドラインと呼

べるものがなく、手術方法、保存的治療いずれも施設

ごとに対応が異なっている。本研究の遂行により国内

における治療の標準化がなされ、治療成績の向上が期

待される。また高価な抗体治療薬の導入が全国的に進

むに従い、どのような患者に有効性が高いのかという

効果予測を行うことが医療経済的にも急務となって

きており、本研究の寄与が期待される。 

 

 

Ｅ．結論 

難治性疾患である好酸球性副鼻腔炎の治療指針作

成に向けて、分担施設として症例の登録作業を継続し

た。また抗体治療薬の調査開始に向けて倫理委員会に

研究登録作業を進めた。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む) 

1.特許取得 

なし 

 

2.実用新案登録 

なし 

 

3.その他 

なし 

 

  


